
意 見 書 
 
 
 当委員会における議案に関する意見は、下記のとおりである。 

 
 

記 

 
１ 議案第１号「令和２年度３月補正予算（案）」に関する意見はない。 

 
 ２ 議案第２号「令和３年度事業計画（案）」及び議案第３号「令和３年度予算

（案）」に関する意見は次のとおり。 
 
・ 情報セキュリティ対策支援のうち、エンドポイント対策の情報提供に当たって

は、いわゆるβモデル、β’モデル（業務端末等をインターネット接続系に配置す
るモデル）に関して、デメリットも含めフラットに情報提供していただきたい。 

・ 機構の人材育成を進めるに当たっては、単に ITに係る知識等の取得のみなら
ず、課題発見能力、ITリテラシー、コミュニケーション能力の向上にも努めて
いただきたい。また、機構職員、自治体職員ともに倫理面の研修を行うべき。 

・ LGWAN-ASPサービスに関連し、LGWANの帯域の使用状況を自治体が閲覧
できるような仕組みを検討してもらいたい。 

・ デジタル弱者への対応も丁寧に行っていただきたい。 

・ 在宅勤務やテレワークについては、インフラの提供のみならず、自治体の取組

のモデルとなるよう機構の取組を自治体に十分に情報提供していただきたい。 

・ デジタル庁と総務省の役割分担やガバナンス等について今後どうなるのか、十

分に情報提供していただきたい。 

・ 機構はこれまで自治体とともに連携して情報化に取り組んできた実績があり、

今後とも継続していただきたい。 
 
 
  令和３年３月１９日 
               地方公共団体情報システム機構 経営審議委員会 
                             委員長 大山 永昭 
 
  地方公共団体情報システム機構 
       理事長 吉本 和彦 殿 


